


〔目的〕 

妊娠中の母親のヨード被爆が,新生児の甲状腺に影響するとの報告が散見される。つまり妊

娠中の母親のヨード製剤の使用や,胎児造影により,出生後新生児に一過性甲状腺機能低下

症や,一過性高 TSH 血症をおこすといわれている｡1)2)我々はスクリーニング精査時のクレ

チン症や一過性高 TSH 血症患児の尿中,血中,だ液中のヨード測定を行ない対象者との間に

有意の差を認めなかった 3)｡しかしヨード代謝は比較的 turn over が早いため,より早期の

ヨード測定が必要と考えられた。今回我々は,新生児期のヨード代謝の基礎データとして,

母体血,臍帯動静脈血中の総ヨード,T3,T4,PB1 を測定したので報告する。 


